
令和６年度第２回長野県動物愛護管理推進懇談会 

・開催日時：令和７年１月 30日（木）午後１時 30分から午後３時 40分 

・開催場所：長野県庁西庁舎１階 111号会議室 

・出席構成員：竹田構成員、佐藤構成員、片桐構成員、降籏構成員、徳間構成員、大河内構成員、

大和構成員、大原構成員代理、矢島構成員、福井座長 

・欠席構成員：古山構成員 

 

１ 開会 

２ 食品・生活衛生課長あいさつ 

３ 会議事項 

（１）長野県動物愛護管理推進計画の令和６年度進捗状況の経過報告 

   事務局から説明 

福井座長 

・ペット防災手帳についてメディアでも取り上げてもらったが、その後何か住民の方から問い合わ

せや意見等あったか。 

矢島構成員 

・研修会等で配っているので、また反応やご意見いただきながら順次バージョンアップしていきた

い。 

福井座長 

・防災手帳については、前回竹田構成員にご意見いただいたヒントを得て、災害のところまで発展

させて作成した。多くの会社でも作成しているが、長野県は HP からダウンロードできる。ぜひま

たご活用していただきたい。 

竹田構成員 

・素晴らしいものができて感謝。 

福井座長 

・スターターキットについて、本日見本を展示している。動物愛護センターではいろんなところで

説明していただいているが、その反響とかいかがか。 

矢島構成員 

・１月 26 日に県動物愛護センターで災害対策ということで研修会を開催した。内容は、スタータ

ーキットを用いて、飼い主同士が集まり、さらにペットも連れてきて実施した。 

飼い主の方の感想は、やってみてわかったがとても大変。ペットを連れていこうという気持ちはわ

かるが、実際ペットスペースを避難所に設置するのは大変。またこれからスターターキットも含め

て、ペットを連れていくことについて飼い主同士、市町村の方も含めて情報交換しながら、理解を

深めていかなければいけない、という意見もあり研修でやってみて、大変好評だった。 

福井座長 

・松本市は、スターターキットについてご意見等いかがか。 

大和構成員 

・松本市は１ヶ所だけだが、ペットと一緒に過ごせる避難所を作っている。ただ、収容能力は 30

数頭しか入らない。松本市は 157の指定避難所があるが、そこにスターターキットを配置し、動物

を連れて来られる飼い主がいると思われるので、そこでの対応が大事になるだろう。今年度から５

年計画で全ての指定避難所に一つはスターターキットを置いてもらうこととし、配備計画がある。

スターターキットには、揃えるものが多くあり、一気に揃えることができなくて、少しずつ購入し



て、職員がセットするのだが、避難所ごとに指令書を作らなくてはならない。避難所によって、動

物のいる場所を作る場所というのが全然違うので、その避難所にあった指令書を作成する必要があ

り、それはすごく大変。スターターキットを配布するにあたり、今年度松本市の地域づくりセンタ

ー35 ヶ所に先にスターターキットを配置使用する計画で、まずスターターキットとは何かを説明

し、ご理解いただき、それなりのスペースをとるものなので置いてもらう場所とかの調整など結構

細かい調整が必要であることを説明した。 

・健康手帳とか防災手帳すごく良いと思う。ペットと過ごす避難所を指定した後、開設訓練を実施

した。実際に動物連れて参加した市の職員の感想だと、自分自身の荷物を持ち、ペットを連れて、

そのペットの荷物を持ち、ものすごく荷物を運ぶのが大変だった。平時の訓練時で車を横付けにし

て運ぶだけでも大変だったのに、災害時にそれがスムーズにできるか疑問という感想であった。 

・全然考えてなかったことで、場所さえ作って、連れてきたらそこに入ってもらえばいいという発

想だったので、そこは盲点であった。県の動物愛護センターで作った動物用避難袋は、猫が数頭い

るお宅はこれをいくつか用意し、同時に自分の荷物を持つことが必要。 

・緊急的に避難するとき、人は今までだと、着の身着のままで大事なものだけを持っていく感じだ

と思うが、動物の持ち物まで持っていけるのだろうか。一番はやはり人の命が助かる、守ることだ

と思っているので、その辺は課題かと思う。 

・災害対策において、今まで市の防災計画も結局人のことしか書いていなくて動物のこと大事だよ

ねという意識を危機管理担当部署でもつようになったのはここ数年のことなので、まだまだこれか

らの部分が多いが、手のつくことからやっていきたい。 

福井座長 

・長野市もいろいろと災害の対応をされていると思うが、いかがか。 

大河内構成員 

・先日、環境省の災害図上訓練に参加したが、危機管理部門も結構参加した。アンケート結果を見

ても、やはり実際やってみると課題が分かり、非常に良かったと感じている。令和元年台風 19 号

災害のときは、動物の避難というところに意識があまりないような状況で、マニュアルを作ってい

たが、それが完全に周知されていないような状況であったので、いざとなると調整するのが非常に

大変だった。今は、それから見るとかなりマニュアルの中にも動物のことを入れていて、進んでい

るような意識がある。ただそれは私達が内部で感じていることであって、市民から見るとやはり全

然足りていないというような声もあるので、今が最終地点ではないという意識でやっており、バー

ジョンアップさせていかなければならない。課題はたくさんあると感じている。 

福井座長 

・松本市の防災訓練に動物愛護会で協力していただいているとのことだが、説明していただければ。 

降籏構成員 

・松本市が防災対策の形が大きく変わったのは、自衛隊にいた方が松本市の防災担当となり、バイ

タリティがある方が色々やっている中で、犬猫もしっかり対応するという空気になって、10 年近

くになるかと。スターターキットや今話を聞いていても普通に話が聞ける状態だが、この前も松本

で出る話として、我々愛護会の会員で同行避難訓練を行うのはいいが、もっと地域の市民を巻き込

んでやるというところがあまりない。せっかく毎年訓練しているなかで、そこの地区の犬猫を連れ

て来てもらって、ペットの同行避難訓練をする。もし何か起こったときには、こんなに忙しいとい

うような状況の中でもってやれば、より実現可能のあるものになると思う。何か訓練をしている内

部だけで満足している感じがして、それは問題。ただ、避難訓練というものについては、もう全く

違和感なく定着している感じはする。 



大和構成員 

・市民に参加してもらいたいというは市の危機管理課も思っており、今年８月に松本市内の地区で

実施予定だったが、２日前の豪雨により中止になった。例年毎年８月末であったが、危機管理課は、

酷暑の中で人を集めるというのは無理だろうと判断し、次年度は 10月実施予定。 

・少しでも市民が訓練に参加しやすいような立て付けにしていかなくてはならない。その中での動

物もその一部だと思うので母体数を増やすような取り組みを危機管理課に話をしていきたい。 

福井座長 

・次に、災害に関わらず、住人の方も参加しているようなイベントということで、軽井沢ではドッ

クツーリズムが進んでおり、徳間構成員がイベントに関係されたと聞いたが、ドックフェスティバ

ルいかがかだったか。 

徳間構成員 

・10 月にドックフェスティバルに参加した。犬に関わる店舗やモニターがたくさん出て、トーク

の場所もあり、私ともう一人保護活動している方とお話をさせていただいた。主催はおそらく軽井

沢のホテルであり、たくさん人が集まり、皆さん犬を連れて来ていて楽しいイベントだった。 

福井座長 

・片桐構成員、獣医師の立場で飼い主の災害の対応等についての意識は、日頃、診察されていてい

かがか。 

片桐構成員 

・災害の話はその都度するが、保護猫でも購入した猫でも飼い始めたときに、飼い方の聞き取りか

ら始まり、災害時に連れ出せるかという話をしている。まずは災害時の混乱した状況で、かわいい

自分の子たちを連れ出せるような飼い方をしてくださいと話をしている。準備するものは多くある

が、まずはエサを１週間分くらい備蓄しておく。できるだけエサと水と動物を連れ出せなければど

うしようもないので、まずは連れ出せるような飼い方、ケージに入ってくれる飼い方をするよう話

をしている。当院では説明しているが、全ての動物病院で同様の話ができているかどうか。犬の訓

練をする先生は話をしてくれるとは思う。災害があったときには、連れて来れなかったということ

がないように、訓練あるいは心がけをしなければいけないと考える。 

福井座長 

・犬も猫も家の中で飼うようになり、昔のように散歩のしつけではなく、家の中で飼い主との関係

築いている方も多くなってきたので、更に進めていき、災害時にケージにすんなり入ってくれるよ

うにできればと思う。 

・進捗状況について何か質問があれば 

大和構成員 

・１ページ目の引き取りの数だが、有料で行政が引き取っている数という捉え方でいいか。有料で

はなく、捕獲したというのは多分３ページの保護になると思うが。１ページの引き取り数、成猫で

120頭いるがすべて引取り手数料を徴収しているか。 

事務局 

・徴収していない個体もある。 

福井座長 

・長野市は引き取りや返還等状況どうか。 

大河内構成員 

・この前犬の引き取りがまとめてあったが、たまたまであり、特に傾向はない。 

 



福井座長 

・行政で全く把握していない多頭飼育が、たまにある。犬には登録が義務あるが、猫は今に始まっ

たことではなく、家の中でというような事例がある。 

・福祉の面から、多頭飼育についてなど佐藤構成員いかがか。 

佐藤構成員 

・今までの流れの中で、例えば多頭飼育という部分もそうだが、人と動物の関係性というところも

関心がどんどん変化してきている。愛玩動物、ペット動物というより、家族という立ち位置にもう

変化している価値観。生活困窮の支援を行う際にも、ペットという立ち位置で入ってしまうと、そ

の人は嫌がる。ペットではなく、家族のように扱っている。でも家族って思っている一方で、虐待

みたいな環境を飼い主は起こしてしまう。それはやはり人も一緒で、子どもに対する虐待を人が起

こしてしまっているというのと同じ関連性もあるのかなと思いながらも、そういう家族という思い

でも、人と同じぐらいの立ち位置で扱っていくような状況になっていくと、やはりもうペットとは

言っていられない。 

・確かにペットだが、もうそういう感覚では見ていられないというところで災害支援のときも、や

はり人と同様の扱いをできる環境というものを作っていくのだろうなと。そこを前提に考えたとき

に、災害時のリスクというのを感じてもらえれば、それを平時にどのように管理体制にしとけばい

いのか後ろから振り返るような形の感覚はすごく広げやすいだろうなと。共感を持たせやすい、持

ってもらいやすい。子どもの問題でもそうだが、この「災害」という言葉に対して、すごく人は敏

感なものなので、そこに動物と人との関係性や命のやりとりとか、そういうワードを入れていくだ

けで、もう災害に共感を持ってきている人は、動物のことってそうなんだという意識が広がったり、

視点が変わっていったりする。 

・例えば、こども食堂で横の部屋で動物の飼い方レクチャーをやっていたりすることで、子どもも

こういう問題に気づいていくかもしれない。日常に動物がいる状況の中で、我々も、もう人と同じ

ぐらいの扱いを考えていかなければならないそういう時代に入ってきているところが、普段のこう

いうやりとりでこども食堂でも、災害支援の避難訓練でも、関連付けがあるのだなとみんなに気づ

いてもらえるチャンスはいっぱいあるな。と皆さんのお話を聞きながら感じた。 

福井座長 

・竹田構成員、畜産分野での災害対応について、東日本大震災以降、動きはいかがか。 

竹田構成員 

・ほぼない。聞いている範囲では能登の地震のときに畜産農家が被災され、牛を試験場で一時飼育

していて、まだ一部は返せない状態。畜産の場合は業界のネットワークがある程度存在し、その中

の範囲で対応されているのではないかと思う。 

・一方で、栄村の地震災害後に廃業された生産者がいたと聞いている。伴侶動物だけでなく、産業

動物についても災害後の対応が必要だという共通認識を持っておく必要があるのではないか。 

降籏構成員 

・資料の引き取り数を見ていて犬が９月で６頭、仮に３月まで計算して 12 頭。我々が頑張ってき

た成果が現れているのかと思っていたが、事務局の説明から、多頭飼育問題による犬の引き取りが

昨年まで多かったとわかり、まだまだ頑張らなきゃと思った。犬はこんなに変わるのに猫は変わら

ないと見ていた。 

・動物愛護会松塩筑支部の場合、地域猫活動を頑張ってきたつもりでいるが、佐藤構成員のお話の

中でもって、社会一般では本当に犬猫はもう家族の一員になっており、その雰囲気がずっと醸成さ

れてきて年々、広がっていくことだと思う。我々のボランティアのお子さんたちで一番今困ってい



るのが、120頭の中に本当に救えない、言うこと聞いてくれない動物の飼育者がいるという話が出

た。また、動物に困ったら、保健所に連れていき殺処分してもらえばいいと、思っている飼育者が

まだ１～３割いる。 

・毎年毎年、少しずつ減っていくとは思っているが、やはり長野県はこれだけ頑張ってきている県

なので、それを黙って見ているわけにいかない。そこで、マスコミに入れようと。保健所は今、殺

処分するところではない、救って、一つの命にどうするかこうするかと頑張って、それで育て上げ

ているところであると、個人で話しては来ているけれど、聞いてくれない、それであれば、マスコ

ミを利用して伝えたい。 

・中信地区では松本市にある新聞社のほうが他の新聞社より新聞の購読数が多いので、組もうと思

い、１回だけでなく、シリーズにして何回かに分けてやってほしいとお願いしている。保健所は命

を作る場所でもって、殺処分するところではないということを保健所に行き、よく話を聞いてほし

いと。愛護会の現状も話す予定であるが、あとは保健所が如何に頑張ってこういうふうにして、動

物愛護について醸成したかった話を現場で聞いてほしいということを話し、タイミングを見てやろ

うということになった。そうすると、この数字（犬の引取り数）の６頭が本当の数字になってくる

のかな、多頭飼育問題がなくても減ってくるのかなと思った。一番対応に苦労している、何もいう

ことを聞いてくれない動物の飼い主が、保健所に動物を持っていくということの部分について、支

部長として、私がその新聞社とともに、記事にしたいと思っている。 

福井座長 

・非常に啓発力があるので、また報道の力もお借りして進めていただければいいと思う。 

竹田構成員 

・災害の方も如何に周知するのかが、今後の大きな課題だと思う。動物の飼育者はもちろん、飼育

されていない方、特に避難所に関しては、動物が苦手な方も一定数いるので、先ほどの資料の内閣

府の写真でたぶんリードに繋がれてはいるだろうが、こんなにオープンに犬が写っていることに驚

いた。県内全体に周知することが大事。 

・動物愛護管理の分野だと、どうしても殺処分数にフォーカスがあたってしまい、例えば近隣のあ

る県は殺処分ゼロだったとクローズアップされやすいが、健康手帳、防災手帳など様々な取り組み

をやっている長野県が何も情報発信しなくてよいのかなと残念な気持ちもあるので、毎年でなくて

も数年に一回くらいは外に出てこんなことやっていると広く知ってもらう機会が必要だと思う。 

・先日、伊那小学校の取り組みが新聞に載っていた。小学校での動物飼育事例がある中で、子供た

ちがその取り組みを発表する場がない。今回、記事に出た成り行きは、子どもたちが低学年から高

学年に変わるタイミングで、動物飼育から離れてしまう。そこで、今までの取り組みをみんなに知

ってほしい、しかし、どういう方法で知ってもらうかを考えた結果、新聞社に手紙を書いたらしい。

そのぐらいのことをやらないと誰も取り組みを知ってくれないので、そういった場も何年かに一回

はあってもいいと思う。そうすると例えば長野県はこういうことやっているというのが知られるの

ではないかと思う。 

・進捗状況で３点聞きたい。令和 12 年度目標が掲げられていて、既に達成されている項目もある

が、今後、この目標を維持していくのか、あるいは目標高く再設定し直すのか。 

事務局 

・おそらく令和７年か８年にまた動物愛護法の改正が出てくる。それを受けて推進計画の中身につ

いて修正を行うところになるので、やはりこの目標達成しているからという考えではなく、また再

度分析して検討するということになる。 

竹田構成員 



・３ページに返還頭数のデータがあるが、返還に当たっていわゆる IC チップの搭載率、含有率そ

のあたりはどうだったか。 

事務局 

・年度途中ではそこまで確認していないので、年度末のところでまた示せればと思う。 

竹田構成員 

・殺処分数で気になったのが、猫の死亡頭数が多いと思った。これは保護された時点でかなり衰弱

していてどうしようもなかったのか、あるいは保護施設の環境になじめず、結果として死んでしま

ったのか、原因は何か。 

事務局 

・ほとんどが負傷動物の猫である。負傷動物の連絡が来た 24時間対応しなければならないが、 

ほぼ 100%と言っていいほどそういった個体。あとはすごく病弱な猫で殺処分等判断する以前の状

態で、数時間で亡くなってしまう個体も含まれている。 

竹田構成員 

・負傷動物というと交通事故とかか。 

事務局 

・交通事故がやはり多い。最近は野良猫として長く生きていて、普段元気ならその猫は捕まらない

が、弱っているとうずくまっているので保護して最後を看取ることもある。 

 

（２）令和７年度動物の正しい飼い方普及月間について 

   事務局から説明 

福井座長 

・今年の飼い方普及月間、狂犬病注射を中心にご意見伺いたい。長野市独自にやっておられるが、

去年の状況も含めていかがか。 

大河内構成員 

・市民向けに猫の講座は定期的に実施している。 

福井座長 

来年の重点テーマは動物やペットからうつる病気、動物由来感染症、狂犬病の二つのテーマを考え

ているが多いのか、意見いかがか。併せて学校の対策等いかがか。 

大原構成員代理 

・「動物を触ったら手を洗いましょう」というテーマは、６月だけに限って行うわけでもないが、

学校としての取組みを考えていきたい。 

大和構成員 

・なぜ飼い方普及月間が６月なのか。もともとは４、５、６月に狂犬病ワクチン接種の期間が今の

法律でなっていてそれがもう少しでもしかすると通年になるのだろうとは思うが、実態として長野

市も松本市も他の市町村も犬の狂犬病予防注射ワクチンの集合注射は４月から５月ぐらいを中心

にセットしてしまう。諏訪地域の多くは、４月に全ての集合注射が終わってしまう。済んでしまう

ところで、６月の正しい飼い方普及月間で狂犬病予防注射の話されてもというのはある。このこと

から、６月の飼い方普及月間に狂犬病の予防注射の啓発をかけるっていうのは少しタイミングずれ

てしまうのかなという気がした。 

・また、諏訪の中山間部で、注射率が低いというのは、犬の集合注射は行政が便宜上注射率を上げ

たいので、集合注射会場用意するが、注射率も同様に、登録していない犬がそれなりに多いのでは

ないかと思う。昔は諏訪圏域の中山間部には別荘地があり、山の中だから別に犬放してもいいだろ



うと思う人や、日本に狂犬病はないのだから、犬の登録も犬の狂犬病予防注射もいらないだろうと

いうそれなりのアイデンティティを持った人がいる。そうすると、なかなか説得も難しい。そのよ

うな記憶があるので地域性というのはあるのかなと思う。しかし、別荘地は、県内にも他の別荘地

もあるので、その辺の意識の違いはどうなのかと思った。いずれにしても注射率が下がっていると

いうのは、よくないことなので、何とか注射率を上げたい。 

・そのため、動物を飼うには、動物から人にあるいは人から動物に移行するその病気があり、それ

も含めて正しい飼い方をしなくてはならない。先ほどの学校飼養動物において動物に触ったら手を

洗うとか、正しい触れ合いの仕方をしなければならないというのはすごく大事だと思う。中には死

に至る病気も狂犬病ばかりじゃなくて他にもあるので、14 ページ令和７年度の重点テーマは個人

的には賛成。 

・動物の正しい飼い方の普及月間に各市町村の自治体の広報を有効に使うというのは大賛成。広報

は２か月前に原稿締め切ってしまうので、早く周知していただきたい。 

・県下市町村で狂犬病予防注射済票の交付手数料や登録の手数料等が平成７年の県から市町村に

事務移譲された以降がずっと変わっていない。令和７年度の狂犬病予防注射の委託料が獣医師会で

見直しとなり、昨年の予算に比べて多く予算が必要ということで財政への説明もかなり大変だっ

た。 

・松本市で犬飼うのと他市で犬飼うのと犬の登録手数料が違うというわけにもいかないと思って

おり、できれば 1回だけでもいいので県で音頭を取ってもらい、県内各市町村に呼び掛けていただ

けたらありがたい。 

・各自治体が本気にならないと普及啓発はなかなか難しい部分があって、一番はマスコミを使うと

いうのもあるが、単発で終わる場合が多いので、それを見ていた人は気がつくが、見てない人には

伝わらないので継続してやるという事が必要。 

・自治体でも力を借りたいと思うので、広報は、先々を考えた動きをしていただけたらありがたい。

ちなみに松本市は紙媒体を出来るだけ少なくするデジタル化の方向になっているが、広報紙を紙媒

体で見ることで、気がつく住民の方もまだかなりおり、その数少ない記事の枠を取るのが競争にな

っている状態なので、早めに情報をいただきたい。 

福井座長 

・徳間構成員、狂犬病関係の手数料についてなど意見いかがか。 

徳間構成員 

・ワクチンはうちの保護犬にも必ずさせている。保護犬はすぐ飼い主さんが決まった場合は飼い主

さんにしてもらっている。マイクロチップが非常に面倒でブリーダーのところで入れるが、今度登

録を変えていかなきゃいけない、その辺がすごく煩雑。最終飼い主さんがやるべきだが、そのあた

りの仕組みもう少し整理していけたらいい。 

降籏構成員 

・マイクロチップを普及しなくてはいけないのは制度が整っておらず、おかしい。病院で申請の補

助をしていたが、書類記入に時間がかかり、一日に何人できるのか、そんなに人いないし、先生が

動物にマイクロチップを装着させ、その後、動物看護師が対応しているが、飼い主はそのシステム

を全然理解していないのであまりにも面倒である。これは国の問題、獣医師会で代行しても良いの

ではないかと思う。 

事務局 

・実際に特例制度マイクロチップを登録とみなすかという部分については、実際に加入している自

治体はとても少ないので、やはりそれは手数料の面であるとか事務手続きが煩雑っていう部分もあ



り、国に要望して、またそういったところを受けて、再度考えてもらえる部分があるとつい先日、

知ったので伝える。 

竹田構成員 

・店頭啓発で、なぜ特定のコンビニエンスストアなのか。 

事務局 

・特定のコンビニエンスストアや総合スーパーは県が包括協定を結んでいる。あるコンビニエンス

ストは店舗数がとても多く、他のコンビニエンスストアよりさらに配布する枚数が多かったのであ

きらめた。 

竹田構成員 

・単純に自分の普段買い物を考えると、長野県なので量販店やスーパーがある。 

事務局 

・そこについても、以前から考えており、コンタクトしていなかったのが現状である。第１回目の

懇談会で、長野市が量販店と連携されていらっしゃるという情報もあった。またつい先日、国の会

議で、啓発協力をしてくれる民間団体というところで、具体的には量販店も長野県内 16店舗あり、

実際に県内の１店舗では譲渡会とかの協力や、その他の量販店も県内６ヵ所ほどで譲渡会や啓発協

力をやっていただいているところがある。既にやっているところと連携することは必要と考えてい

る。 

竹田構成員 

・動物の糞便等の検査をしたらそれは何かしら細菌が出る可能性が高い。検査というよりは、触っ

た後に手を洗うとか消毒をするというところで、ふれあい教室を積極的にやっているところに手洗

い用の洗剤、消毒液を補充するのはどうか。検査と言えば聞こえはいいが、糞便検査をやればやる

だけ、細菌等が検出され逆効果になってしまう感じがした。 

・狂犬病予防注射の接種率が低いという話の中で、地域によっては、別荘の管理組合とか仲介の不

動産屋のそういったところに協力依頼が必要。市町村に投げかけても別荘住まいの方への情報周知

は難しいと思う。 

片桐構成員 

・量販店のペットショップ売り場に狂犬病のシーズンに狂犬病予防を受けましょうというような

ことでやってもらうように市町村にはお願いしたのだが、実際に市町村のお願いでできるかどうか

というのがわからないので、できなければまた県の方にお願いしなくてはいけない。そういう形で

目に見えるものにしていかないとなかなか狂犬病の実施率を上げるといっても掛け声だけになっ

てしまう。 

・もう一つは、最後まで市町村の方から連絡して注射を打ちましょうとやっていくが、市町村だけ

では限度がある。県の方で最後くらいは市町村に力を貸していただいて、締める必要があるかなと

思っている。そんなに簡単に締められないと思うので、そこら辺をしっかり考えていただいて進め

ていきたい。 

・広報は大変だと思うが、１回でも２回でもできるところがあれば、入れていただいて、過去に狂

犬病が日本に流行していた話、フィリピンで犬に噛まれて来て、亡くなってしまったという話を狂

犬病予防注射を打つ時期にはニュースの中等に入れていただければと思う。 

 

（３）その他 

・県公式ホームページにおける学校飼養動物支援事業掲載の説明 

・クラウドファンディングについて、事務局から質問 



・社会福祉と動物愛護の連携のための研修会第３回目の案内 

・２月８日開催の松本市人と地域に向き合う動物愛護管理の講演会の案内 

・２月 15日開催の(一社)長野県獣医師会と県による人と動物の共通感染症講習会の案内 

 

福井座長 

・全体を通していかがか。 

徳間構成員 

・保護犬でがんになった子がいて、その子のためにクラウドファンディングをした。目標が 120万

円で手術費用集まり、無事手術を終えて、元気になった。 

福井座長 

全体を通して何かいかがか。 

佐藤構成員 

・正しい飼い方普及月間の話で、このチラシ配布やポスター掲示正直見たことない。福祉の方に直

接送っていただくルートを作ってもらってもいいのでは。データでも構わないので、他の 77 市町

村全部社協に配布が可能。データであれば、すぐ送れる。ポスターも保健所の建物には貼ってある

のかもしれないが、私の向きには貼っていなかったり、目につかない。福祉側にもどんどん連携協

力を仰いでいってもいいのかなと、せっかく繋がっているパイプがあるので。 

竹田構成員 

・市町村、圏域によって狂犬病予防接種率がバラバラで、この会議の場には長野市、松本市の中核

市は出席しているが、それ以外の地域、例えば現地機関として議論する場があるのか。周知の話に

なってしまうが、県庁から直接、市町村にお願いしても温度差がある。各地域の実情が分かる雰囲

気、つまり現場感覚で話す場はないのか。 

事務局 

・すべての保健所ではないが、獣医師会と市町村と保健所で飼犬管理対策協議会という組織があり、

年に一回、毎年３月頃に会議を行っている。おそらく佐久地区は実施していないと思われる。その

場で交流するが、市町村の担当者の異動がすごく早くて１年に２人変わったりとかそういうときも

あったりするので、市町村の担当者がどれだけ関心を持ってもらうかにも繋がっていく。 

竹田構成員 

・ここで議論している熱意が上手く伝わっているのかなという気がした。 

事務局 

・その辺も課題だと考えている。まずはここから現地の保健所にというところを来週再来週研修会

ありますので伝えていきたい。 

福井座長 

・スターターキット展示しているので最後に見ていただけたら。様々な視点から多くのご意見感謝。

これで懇談会としては以上とさせていただく。 


